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瑞穂町長  就任にあたって

ひと紹介

みずほ伝言板

福　祉

インフォメーション

教育委員会からのお知らせ

平成16年度 予算の執行状況

平成16年度 「町長への手紙」内容を紹介します

お
も
な
内
容

おまわりさん

こんにちは

　4月25日、町で初めての交番
が開所しました。警察官の常
駐とパトカーの配備、町内の7
駐在所に加えて、町の目指す『安
全・安心まちづくり』に心強
い味方が増えました。

行政連絡委員　スポーツ広場・地区会館管理者

ごみの出し方再確認を　残堀川改修工事　ほか



2広報みずほ　平成17年6月号

◎
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

吉
岡
　
忠
　
　
副
委
員
長

谷
四
男
美

委
　
員

原
　
成
兆
・
森
　
　
亘
・
福
島
千
恵
子

木
原
武
雄

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

島
　
英
之
　
　
副
委
員
長

高
橋
征
夫

委
　
員

青
山
　
晋
・
上
野
　
勝
・
竹
嶋
久
雄

近
藤
　
浩

◎
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

尾
作
武
夫
　
　
副
委
員
長

小
野
芳
久

委
　
員

小
川
龍
美
・
大
坪
国
広
・
小
池
信
一
郎

小
山
時
夫

○
基
地
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

森
　

亘
　
　
副
委
員
長

福
島
千
恵
子

○
交
通
環
境
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

竹
嶋
久
雄
　
　
副
委
員
長

近
藤
　
浩

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

上
野
　
勝

議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

就
任
に
あ
た
っ
て

瑞
穂
町
長

再選後、初登庁する石塚町長

議
　
長原

　
成
兆

し
げ
よ
し

副
議
長谷

　
四
男
美

し

お

み

こ
の
た
び
の
選
挙
で
町
民
の
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
５
月
１６
日

か
ら
２
期
目
の
町
政
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
町
民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
絶
大
な
る
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
て
数
々
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
箱
根
ヶ
崎
駅
東
口

の
整
備
促
進
、
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
整
備
、
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
、
元
狭

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
設

や
長
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整

備
の
具
体
化
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
づ
く
り
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
と
し

た
子
育
て
支
援
策
、
高
齢
者
の
社
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
シ
ル
バ

ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
開
設
、
異
文
化

体
験
や
外
国
人
に
も
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
国
際
化
施
策
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
り
鋭
意
諸
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
美
し
い
緑
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
」
を
町
民
の

皆
様
と
共
に
つ
く
り
上
げ
、
着
実
に

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

決
意
し
て
お
り
ま
す
。

美しい緑を大切にしながら
安心して住めるまちづくり

５
月
１１
日
か
ら

（
敬
称
略
）
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行
政
改
革
の
成
果

実
施
細
目
Ⅲ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
行
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、
平
成
16
年

度
の
節
減
額
は
、
現
在
決
算
額
を
集
計
中
で

す
が
、
約
3
0
0
0
万
円
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
は
、
新
制
度

の
導
入
や
各
種
事
業
の
見
直
し
等
を
進
め
、

約
1
9
0
0
万
円
の
節
減
を
目
指
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進

事
業
の
必
要
性
や
成
果
を
明
ら
か
に
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
や
事

業
を
展
開
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
測
定

し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
町
で
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
こ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
各
事

業
の
効
果
測
定
を
基
に
事
務
改
善
や
事
業
の

見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
予
算
配
分
の
適

正
化
や
組
織
体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
は
、
経
費
の
節
減
ば
か
り
で
は

な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
と
住

民
と
の
協
働
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
分
か

り
や
す
い
行
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定

現
在
、
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に

向
け
て
、
8
名
の
住
民
委
員
で
構
成
す
る

「
瑞
穂
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」に
諮
問
し
、

今
後
の
行
政
改
革
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
推
進
委
員
会
で
は
、
7

月
の
答
申
に
向
け
て
既
に
4
回
の
協
議
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
推
進
委
員
会
か

ら
の
答
申
を
尊
重
し
、
大
綱
案
を
作
成
し

「
広
報
み
ず
ほ
」
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

10
月
に
第
3
次
大
綱
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
報
酬
お
よ
び
委
託
料
の
見
直
し

医
師
に
対
す
る
報
酬
の
見
直
し
に
よ
り
、

基
本
健
康
審
査
や
予
防
接
種
な
ど
の
受
診
料

を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
商
業
・
商
店
街
振
興

都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
や
P
R
地
図
の
作
成
を
行
い
、
商
店
街
の

活
性
化
や
商
業
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
預
託
金
の
廃
止

中
小
企
業
振
興
資
金
や
水
洗
便
所
改
造
資

金
の
融
資
に
伴
う
、
町
の
金
融
機
関
へ
の
預

託
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。
こ
の
預
託
金
の
廃

止
に
よ
る
各
融
資
利
用
者
へ
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
ご
み
の
一
部
有
料
化
・
戸
別
収
集
に
よ
る

交
付
金
の
廃
止

平
成
16
年
10
月
の
戸
別
収
集
化
に
伴
い
、

ご
み
の
収
集
場
所
の
管
理
に
対
す
る
交
付
金

を
廃
止
し
ま
し
た
。

◆
雇
用
確
保
へ
の
取
り
組
み

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
を

役
場
内
に
誘
致
し
、
町
民
の
雇
用
の
確
保
・

安
定
を
図
り
ま
す
。

◆
委
託
制
度
の
見
直
し

新
た
な
制
度
で
あ
る
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
施
設
の
管
理
運
営
経
費
の
削
減
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
下
水
道
受
益
者
負
担
金
一
括
納
付
報
奨
金

の
交
付
率
の
見
直
し

負
担
区
の
土
地
所
有
者
が
受
益
者
負
担
金

を
一
括
で
納
付
し
た
場
合
の
報
奨
金
の
交
付

率
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
。

◆
検
診
事
業
の
見
直
し

が
ん
検
診
や
各
種
検
診
並
び
に
基
本
健
康

審
査
の
受
診
者
の
重
複
防
止
や
検
診
対
象
者

お
よ
び
検
診
方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革

行
政
改
革 

成
果
成
果
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

行
政
改
革 

成
果
の

お
知
ら
せ

問合せ

企画課

�557―7486

平
成
9
年
に
瑞
穂
町
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
（
行
政
改
革
の
方
針

を
示
し
た
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に
、
具
体
的
な
目

標
を
定
め
た
実
施
細
目
を
Ⅰ
・
Ⅱ
と
引
き
継
ぎ
、
平
成
14
年
に
実
施

細
目
Ⅲ
を
策
定
し
て
行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
16
年
度
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▲瑞穂町行政改革推進委員会



収入済総額

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

公 債 費

議 会 費

商 工 費

農林水産業費

そ の 他

一般会計

特別会計

130億5,298万円

　一般会計は当初予算で、133億5,660万円で

スタートしました。これに5回の予算補正を行い、

平成15年度からの繰越明許費分も含めて現在の予

算額となっています。

町　　　税

都 支 出 金

町　　　債

国庫支出金

繰　入　金

地方消費税交付金

使用料・手数料

地方特例交付金

地方譲与税

そ　の　他

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

歳  入

120億963万円
支出済総額

歳  出

予算現額

住民1人あたり
354,277円

※住民1人あたりの額は平成17年3月31日現在の人口（33,899人）で割った金額です。※予算現額には予備費充用額を含みます。

住民1人あたり
318,666円

収入済額
予算現額
支出済額

16億4,649万円
15億1,695万円

14億7,291万円
13億9,605万円

6億6,429万円
4億9,953万円

5億  933万円
5億  809万円

1億6,374万円
1億5,893万円

4,308万円
2,553万円

5,329万円
5,136万円

5,057万円
4,801万円

14億3,197万円
13億3,605万円

12億  860万円
6億2,300万円

10億9,811万円
9億  281万円

8億  800万円
8億  800万円

6億8,879万円
6億8,879万円

4億4,282万円
4億4,282万円

1億9,444万円
1億8,750万円

1億6,472万円
1億6,472万円

1億6,396万円
1億2,890万円

7億7,047万円
7億3,182万円

（平成17年3月31日現在）平成16年度 予算の執行状況

町の財産◆一般会計事業債

◆下水道事業債

48億5,875万円

37億7,321万円

◆土地　45万2,297㎡

◆建物      8万2,025㎡

◆基金総額
85億8,415万円

特別会計名 予算現額 収入済額（執行率％） 支出済額（執行率％）

国民健康保険

駅西区画整理事業

下水道事業

老人保健医療

介護保険

受託水道事業

特別会計合計

27億2,991万円

3億6,901万円

13億6,293万円

16億9,649万円

11億8,758万円

4,563万円

73億9,155万円

27億  636万円

3億6,901万円

11億2,561万円

15億9,414万円

11億3,460万円

4,387万円

69億7,359万円

25億5,943万円

8,428万円

9億5,131万円

15億6,701万円

10億7,622万円

3,690万円

62億7,515万円

（93.8）

（22.8）

（69.8）

（92.4）

（90.6）

（80.9）

（84.9）

（ 99.1）

（100.0）

（ 82.6）

（ 94.0）

（ 95.5）

（ 96.1）

（ 94.3）

町  

債

108億245万円

町債の
　 状況

60億8,110万円
59億9,522万円

33億1,958万円
30億7,131万円

31億3,606万円
21億2,605万円

19億9,364万円
14億   64万円
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　地区会館名　　　  管 理 者　　　　   申 込 先
殿 ヶ 谷 会 館　　　秦野　　仁　　　 秦野　　仁
石　畑　会　館　　　田中　憲一　　　吉岡　春雄
石畑中央会館　　　金井　福二　　　臼井　悦男
箱根ヶ崎北会館　　　永井　啓志　　　永井　啓志
箱根ヶ崎中央会館　　　飯島　健司　　　吉野　一夫
箱根ヶ崎南会館　　　山崎　俊治　　　　橋　寿之
箱根ヶ崎西会館　　　雨宮　正明　　　雨宮　正明
長　岡　会　館　　　本橋　政治　　　本橋　政治
長 岡 南 会 館　　　市川　恵一　　　市川　恵一
元 狭 山 会 館　　　西多摩農協元狭山支店長
むさしの会館　　　袰岩　榮一　　　堂尾　研一

 町 内 名  職名　　　氏　名
愛 宕 町　正　　本橋　政治　

  副　　木　　初男　
水 保 町　正　　梅田　　保　

  副　　西村　隆男　
二本木町　正　　服部　重守　

  副　　田邊　新平　
  副　　鈴木　眞次　

駒 形 町　正　　戸谷　　勇　
  副　　関谷　成則　

高 根 町　正　　古谷　　濟　
  副　　栗原　爲一　

富士山町　正　　吉川　啓介　
  副　　栗原　利夫
  副　　森田　　衛　

栗 原 町　正　　町田　　仁　
  副　　森田�　治　

松 山 町　正　　安田　　靖　
  副　　小俣　　始　

旭 が 丘　正　　　橋　　昇　
  副　　保坂　三郎　
  副　　乙訓　　東　
  副　　浪崎　　求　
  副　　神谷　爲明　

さかえ町　正　　　橋　正美　
  副　　渋谷　俊悦　
  副　　諸星　信次　

富士見町　正　　袰岩　榮一　
  副　　上島　俊雄　
  副　　望月　隆政

南 平 町　正　　宮　　　修　
  副　　龍王　嘉盛　

　　　　　副　　渋谷　忠彦　

 町 内 名  職名　　　氏　名
安 住 町　正　　秦野　　仁　
　　　　　副　　池和田喜一　
表　　町　正　　小峰　恒夫　

  副　　　橋　文雄　
仲　　町　正　　窪田　英壽　
　　　　　副　　川添　辰男　
中 芝 町　正　　大久保全典　

  副　　中野　好三　
東 砂 町　正　　村上　嘉男　

  副　　村上　文男　
西 砂 町　正　　比留間勝美　

  副　　山田　　明　
　　　　　副　　内野　悦男　
丸　　町　正　　岡田　耐二　

  副　　鈴木　房二　
神 明 町　正　　吉岡　　豊　

  副　　古川　幾一　
表 東 町　正　　吉岡一九也主　

  副　　吉岡　一夫　
表 上 町　正　　田中　憲一　

  副　　関谷 喜久雄　
上 仲 町　正　　金井　福二　

  副　　臼井　悦男　
旭　　町　正　　猪俣八十二　

  副　　小林　　中　
東1丁目　正　　池田　　新　

  副　　田中　直志　
  副　　西久保 重一　

西1丁目　正　　永井　啓志　
  副　　吉澤　　徹　
  副　　根本　　忠　

2 丁 目　正　　村野　悦次　
  副　　長澤　　薫　

 町 内 名  職名　　　氏　名
東3丁目　正　　　未　定　　　　　　  

  副　　　未　定　　　　　  
中3丁目　正　　上野　圭造　

  副　　野　　　宏　
  副　　山田　　寛　

西3丁目　正　　雨宮　正明　
  副　　村山　功一　
  副　　尾作　　淳　

4 丁 目　正　　飯島　健司　
  副　　関谷　勝見　
  副　　関谷　昭雄　

5 丁 目　正　　山崎　俊治　
  副　　猪俣　勝一　

6 丁 目　正　　　橋　寿之　
  副　　志村　昇三　

7 丁 目　正　　小川　峰義　
  副　　中村　正美　
  副　　池谷　昌啓　

8 丁 目　正　　川島　　誠　
  副　　會田　　守　

9 丁 目　正　　　水　克己　
  副　　會田　　宏　

松 原 町　正　　遠藤　光雄　
  副　　雨宮　季雄　
  副　　滝島　　昇　
  副　　白戸　光吾　

長 岡 町　正　　小野　耕治　
  副　　田中　義雄　
  副　　清水　敏守　

東長岡町　正　　酒井　　江　
  副　　魚住　延代　

春 日 町　正　　市川　恵一　
　　　　　副　　小野　昌男　

行政連絡委員

　スポーツ広場名　　　　  管 理 者　　　　  申 込 先

石畑地区スポーツ広場　　  吉岡一九也主　　　 鈴木　松一
4 丁 目 グ ラ ン ド　　  飯島　健司　　　 須賀　省三
9 丁 目 グ ラ ン ド　　　　水　克己　　　 後藤　一夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 助川　　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小俣　　始
栗 原 町 グ ラ ン ド　　  町田　　仁　　　  町田　　仁
駒形・高根スポーツ広場　　  戸谷　　勇　　　  原田　孝治
武蔵野コミュニティグランド　　  高橋　　昇　　　 乙訓　　東

地区会館管理者スポーツ広場管理者

安田　　靖元狭山スポーツ広場

問合せ　地域振興課　�557―7608
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 地区  地区  地区

ひと紹介

40町内（未定1町内）
行政連絡委員（正39名、 副57名）

ひひと紹介ひと紹介ひと紹介ひと紹介 （敬称略）
※任期は、4月  1日から
　平成19年3月31日です。



　
町
で
は
「
町
長
へ
の
手
紙
」
を
利
用
し
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
、
日
ご
ろ

お
気
付
き
の
こ
と
や
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
き
、
で
き
る
限
り
町
政
に
反

映
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

要
望
は
、
そ
の
対
応
方
法
を
検
討
し
、
今
後
の
町
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問合せ　情報課
�557―7497

「
町
長

「
町
長
へ
の
手
紙
」

の
手
紙
」

「
町
長
へ
の
手
紙
」

内
容
を
紹
介
し
ま
す

内
容
を
紹
介
し
ま
す

内
容
を
紹
介
し
ま
す

15年度 16年度●内容別内訳
主  な  項  目　　　件数　件数　　　　 主な内容（平成16年度）

65 

26 

24 

22 

21 

13 

12 
12 
11
206

34 

7 

11 

12 

5 

10 

3 
7 
14
103

町 の 施 策  

交 通  

道路や公園の設置・整備 

職 員 の 対 応  

公共施設の設置・整備 

環 境  

防 災 ・ 防 犯  
横 田 基 地  
そ の 他

合 計

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 
8 
9

（　）内は件数です

平成16年
度

住所が長い�、ホームページの充実�、光ファイバ
ー通信�、市町村合併問題�

信号機・横断歩道設置�、八高線増発・複線化�、箱
根ヶ崎駅整備�、交通規制

公園の設置�、緑道の整備�、道路の補修�、歩道
の整備�

職員の接遇�、職員の見識�

武蔵野コミュニティセンターの利用方法�、図書館
の設置、保育園の設置

家庭ごみ一部有料化・戸別収集�、ごみの出し方�、
捨て看板対策

不審者対策�、防災行政無線の運用�、交番の設置

軍民共用化	、騒音問題�

人権など

平
成
１６
年
１２
月
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
見
や
す

く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
か

ら
は
「
広
報
み
ず
ほ
」
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
化
も
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
議
会
だ
よ
り
」
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
も
予
定
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
、

誰
に
で
も
使
い
や
す
く
見
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
ま

す
。

平
成
１６
年
１０
月
か
ら
、
家
庭

ご
み
一
部
有
料
化
・
戸
別
収
集

が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
集
員
が

習
熟
す
る
ま
で
の
間
は
、
収
集

時
間
が
遅
く
な
る
等
で
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
ご
要

望
を
取
り
入
れ
、
４
月
か
ら

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

の
収
集
回
数
を
毎
週
１
回
に
増

や
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
ご
み
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
ご
み

の
減
量
と
再
資
源
化
を
促
進
し

ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
各
種
団
体
の
協
力
を
得

て
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
目
を

中
心
と
し
た
抑
止
力
を
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
に
「
瑞
穂
町
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行

し
、
地
域
住
民
と
共
に
防
犯
対

策
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

箱
根
ヶ
崎
駅
東
口
に
交
番
が
開

設
し
た
こ
と
に
伴
い
、
防
犯
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
と
共
に
、

不
審
者
情
報
等
も
入
手
し
、
町

の
防
犯
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

○ご意見・ご要望は

「町長への手紙」は町の施設に用意してあります。ファックスや
町のホームページからもお寄せいただけます。

�（042）556―3401
ホームページ　http://www.town.mizuho.tokyo.jp/

「
町
長
へ
の
手
紙
」
で
よ
く
あ
る
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
す
る
町
の
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

※
横
田
基
地
軍
民
共
用
化
、
信
号
機
・
横
断
歩
道
の
設
置
、

職
員
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
広
報
み
ず
ほ
」
平
成
１６
年

９
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

6広報みずほ　平成17年6月号
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瑞穂町男女共同参画社会推進行動計画（平成17年度～19年度）を
基に、男女が共に生き生きと活動できる社会を実現するための諸施策
を行っています。
瑞穂町男女共同参画社会推進委員の主な役割は、定められた各施策

がどのくらい進められているのかをチェックしたり、今後町が行うべ
き施策についての提言を出していただくことです。

募集人員 2名以内
募集期間 6月1日�～24日�
応募資格 町内在住の20歳以上の方
委員の委嘱期間 11月から2年間
会議予定回数 年に3回程度
お願いする内容 瑞穂町男女共同参画社会推進行動計画の進ちょく状況の

チェックと計画の推進に必要な提言・審議
報酬 1回につき5,000円
応募方法 男女共同参画社会の推進に関するあなたの考えを、原稿用紙1枚（400字以内）にまとめて提

出してください。直筆・ワープロ・Eメール等どのような形でも結構です。
※提出される原稿には、住所・氏名・年齢を必ず記入してください。また、選考結果は本人に通知します。
提出先 直接お持ちいただいても、郵送でも結構です。なお、提出された原稿はお返ししません。
〒190―1292
瑞穂町箱根ヶ崎2335番地　瑞穂町役場　企画課
Eメールアドレス　kikaku@town.mizuho.tokyo.jp

○委員会の構成（予定）

住民の皆さんから募集する委員と、関係機
関・団体等から選出する委員の合計8名以内

現在は、夫婦共働き家庭の増加をはじめ、女性労働者が企業の即戦力として
ますます期待されていることなど、社会状況が大きく変化しています。このよ
うな状況の中で、私たちは時代にあった男女の役割を考えていかなければなり
ません。
町では、将来を担う子供たちの育成、子育て環境の整備、安心できる家庭介

護の機能の維持、労働力人口の維持などにより、家族的責任と社会的責任を果
たせる環境づくりがますます重要と考えています。
ご意見・ご提言などをお持ちの方は、ぜひご応募ください。

男女共同参画社会男女共同参画社会
　　　推進委員募集　　　　推進委員募集
男女共同参画社会
　　　推進委員募集

瑞穂町瑞穂町瑞穂町瑞穂町

募集要項

問合せ　企画課　�557―7469
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